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3 結果及び考察
Ar草地の雑草発生を耕極的方法で防除することを目的と  〔春据試験〕
して,混播草種とその播種割合について検討した。     (1)雑 草の発生状況 : 牧草収量と雑草量を表 2に示した。

2試 験 方 法
造成年の 1番刈期には 1年生広葉雑草, 2番刈期にはメヒ

ンパとノピエが発生した。混播草種の初期生育が早いIt

青森畜試の圃場で,春播試験は昭和57～ 59年 ,秋播試験  及びPe混播区は雑草量が少なく,A`の収量構成割合は
は昭和58～ 60Tに かけて実施 した。 Pe/区では63%,他の3処理は20～26%であった。 一方,
(1)春播試験 : 混播系列と単播系列を設け,混播系列は  初期生育の遅いKb混播区もAιの割合が高かったが,雑草
A`との混播草種を6種 ,播種割合を 2水準 とした。単播系  量も多かった。この結果,造成年の雑草を抑制 し,AZの比
列には無除草区 ,手除草区 ,A`倍量区を設けた。なお,混  率を高めるにはPe%混播が有望と考えられた。
播草種はオーチ ャードグラス (Or,キ タミドリ),ペレニア

ルライグラス(Pe,フ レンド),チモシー(Ti,セ ンポク),   表 2 年次別牧草収量及び雑草量 (春播試験 )

1は じ め に
アルファルファ(以下A`と略す )の栽培においては, 雑

草の発生を抑制することが特に重要である。本試験では ,

ケンタッキープルーグラス(Kb,ケ ンプル ), イタリアン

ライグラス(lt,マンモスA),ラ ジノクローパ (La,カ リフ

ォルニア)の 6種 ,播種割合はAιに対する粒数割合で%
及び%と した。
(a秋播試験 : 混播草種を3種 ,播種割合を 3水準とし

たはか,対照としてAι単播区を設けた。混播草種はOr,

Pe,Tiの 3種 ,播種割合はAι に対する粒数割合でOrと

Peは %,%,%,Tiは %,%,%と した。
なお,両試験ともAZの品種はヨーロッパ,播種量は2協

/10●(倍量区は 4″ )と した。

に)耕種概要 : 1)播種期 春播は57年 5月 12日 ,秋播は

58年 8月 9日。 "施肥 造成時に石灰質資材 (pH7に嬌
正 )と よう燐 lm均/1o αを施用,その他は表 1のとおり。

衰 1 基肥及び追肥量 (aル/1o・ )

注.最終刈後は無追肥

"刈
取 造成年は,春播試験は2回 ,秋播試験は 1回刈取。

2年目以降は両試験とも3回刈り(秋播試験の 3年目は 2

回)。 1番刈りは第1開花期, 2番刈りは%開花期,3番
刈りは 10月 中～下旬。

処  理 牧 草 収 量 草 量
造成年 2年目 3年目 鱗 2年目 3年 目

混播系列〕
Or%
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Pe%
Pe%
Tl %
Tl%
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It%
It%
La%
La%

1925601

1709031

3160051

2130631

2029031

1229081

1607061

936091

86800の
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〔単播系夕1〕

無 除 草

手 除 草

″ 倍量

1864

1761

2303

4705

5124

4150

2199

3921

2236

1371

0

1666

1221

374

'21
注.(1)混播系列の牧草収量はA′ と混播草の合計収量。
(21( )内 は牧草収量に占めるA′ の収量構成割
合 (%)。
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2年目の 1, 2番 刈期には牧草の生育が旺盛で,雑草は

ほとんど見られなか ったが, 3番刈期と 3年目の各刈取期

にはメヒシバなどのイネ科雑草が発生した。両年を通して

雑草量が少なかったのは,Pe及びOr混播区であった。
("A`の収量構成割合 :  2,3年 目の雑車量が少なか
ったPe及びOr混播区のうち,Or混播区では経年的にA′

の害1合が減少し,3年 目には 5～ 34%と なった。一方,Pe
混播区でも同様の傾向がみられたが ,Or混播区よりその程

度は小さく, 3年目においても40%以上の収量割合が維持

された。なお,牧草収量は0妙イ Pe%,Pe%の 各区が
多かった。

13)牧草の個体数 : 表3に個体数の推移を示した。 3年

目最終刈後のAι個体数は単播系列手除草区が最も多 く,

89株 /″であった。また,混播系列ではPe%区の69株が
最多で,Or%区の10株が最小であった。Or混播区では春
期のOrの草丈がAでよりも高く,そのことがAZ個体の減

少を招く原因になったと思われる。一方,Pe混播区では,

Peの群落高がAιより低かったため,AZの株密度がlte

的高く維持されたものと考えられる。

表 3 牧草の個体数の推移 (春播試験 )  (本/″ )

〔秋播試験 〕

牧草収量と雑草量を表 4に示した。なお,本試験では播

種割合による差が判然としなかったので,この表には播種

割合 3水準の平均値を示した。造成年の各処理の雑草率は

48～ 64%の範囲にあったが,混播イネ科草の収量構成割合

が著しく低く,草種や播種割合の違いが雑草量に及はす影

響は判断としなかった。

混播イネ科卓による雑草抑制効果は 2年目以降に認めら

れ ,Or及びPe混播区ではAι 単播区より雑草量が減少し

た。なお,雑草の大半はエゾノギシギシで,こ の種の多年

生強害草を耕種的防除法だけで除去することは極めて困難

であると思われた。

2,3年目のAι収量構成割合は,Pe混播区が Or混播
区より2～ 5%ほど高く,牧草収量もPe混播区の方が 14
～ 18%ほ ど多か った。

表 4 年次別牧草収量及び雑草量 (秋播試験 )
(生草,り/10a)

(1)混播系列の牧草収量および雑草量は播種割合 3
水準の平均値。
12)混播系列の牧草収量は AZと混播草の合計収量。

“

)( )内 は牧草収量に占めるAιの収量構成割
合(%)。

“

)3年 目の刈取回数は 2回。

注 .

4 ま

Aι草地の雑草を他草種との混播によって抑制するため,

草種とその播種割合について検討した。その結果 ,草種と

してはPeが最も有望であり,Orが これに次ぐものと判断

された。播種割合は,A′に対する粒数割合で 1/4(Aι 2んθ

/10α に対しPe o 76″ ,Or 0 28″ )程度が適当である。

処  理
アル フ ァル フ ァ 混 播 草
造成年 2年目 3年 目 造成年 2年目 3年目

〔混播系列〕
Or %
Cyr %
Pe %
Pe %
Ti %
Ti %
Kb%
Kb %
It %
It %
La %
La %

188

182

145

200

268

203

233

183

120

153

190

130

23

75

60

65

80

48

70

70

65

68

73

38

10

43

46

69

51

31

36

33

46

50

33

2,

130

87

150

72

37

55

53

55

112

123

70

65

93

,3

80

53

18

30

148

153

60

65

23

53

70

46

61

31

6

35

223

226

21

11

59

53

〔単播系列〕

無 除 草

手 除 草

A`倍 量

287

252

315

88

■0

,3

58

89

53

注.調査は各年次の10月 下旬。

処 理
牧 草 収 量 雑 草 量

造成年 2年目 3年 目 師 2年目 3年目

混播系夕1〕

Or

Pe

Tl

412(99)

48808)

500(99

3951(57)

4520“ 2)

340801)

3925(441

4625(461

3740(701

613

683

567

277

317

569

191

105

401

単播系列〕

AZ単播 3746
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